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Company Description

私はしばらくの間、ある１つのプロジェクトに取り組んできました。そしてそれは現在、ようやく少し実を結びつつありま
す。そのプロジェクトとは、新たな人財評価システムの構築です。
これまでの10年間、私たちは基本的に評価＝成果でした。ベンチャー企業であれば大なり小なり、当初はそうだと思いま
す。しかし、次のフェーズへ移行する一環として（もちろん現在でも成果は大事な評価要素となりますが）、当社評価シス
テムに適切な行動評価を新たに加える作業を行ってきました。
その評価シートに基づき年２回の面談を行い、上司から半期評価を貴方自身に必ず直接伝えます。ここで自己評価との比較
を行って下さい。そして次の半期、１年にその評価を活かしましょう。貴方の成長スピードは通常の何倍にも上がるはずで
す。

年々より良い労働環境を整え、１年ごとに別会社のように変化していく当社。成長スピードが早い分、チャンスはあちこち
に存在します。色々な意味でスピードが速い我々が、目指す基本的な概念は「少数精鋭」と「時間のメリハリ」です。そし
てそこを目指すという事は、時間の概念が最も重要となってきます。
時間は平等ではありません。如何に１分１秒の価値を上げていくかが、この２つの概念にとって非常に重要な要素です。私
たちは何時間働いた、何分働いたという時間概念を持ち合わせておりません。１分１秒をどういった過ごし方をしたか、そ
こを突き詰めることがメリハリ、時間の緩急を生み出します。それらは私が創業以来大事にしてきた、人財を見極める価値
観となります。

また、私が人財を見極める上で最も大事にしている価値観は「責任感」と「向上心」です。責任感とは分かりやすく言え
ば、「プロフェッショナルの意地」です。例えば未経験で入社してくれば、先輩社員に当然経験値では負けます。しかし新
人ながらこの「責任感」を持っていれば、たとえ入社何ヶ月でも「プロフェッショナルの意地」は発揮できるのです。具体
的に言えば、事前に勉強してから臨むことであったり、分からないことを素直に聞く事であったり、新入社員の「プロ
フェッショナルの意地」は確実に存在します。
日々勉強することがとても大事なのですが、これが私が言う「向上心」になります。成功している上司、先輩社員は何をど
う考え実行しているのか。全ては勉強、そしてそれは自分自身を向上させる事ができる唯一の方法なのです。私は現在も
「向上心」を持って日々勉強しています。そしてそれが未だに、私に「プロフェッショナルの意地」を与えてくれます。み
なさんと共に「向上心」を持って日々勉強し、「責任感」を持って「プロフェッショナルの意地」をお見せする事が出来れ
ば、こんなに嬉しいことはありません。共に成長していける方との出会いを楽しみにしています。

株式会社LogProstyle
代表取締役社長
野澤泰之

Company Details

Head Office
Japan  

Main Business
不動産事業、旅館運営事業  

President
野澤 泰之  

Established
2006年8月  

Capital
990,517,550円 

Number of Employees
101 - 500  

URL
https://www.logprostyle.co.jp/ja/  

Offices

Main Office
Aoyama Bldg. 13F
1-2-3　Kitaaoyama, Minato-ku
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